
公民館だより2007.10.１ （2）
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公
民
館
は
サ
ー
ク
ル
仲
間
の
健
康
と
笑
顔
の
確
認
の
場
で
す
（
住
吉
公
民
館
利
用
者
）

内 容月日回

オリエンテーション・自己紹介10/23１

地縁づくりの第一歩 対人コミュニケーション・スキル10/30２

「私」資源 ＷＥＢ法で棚卸し11/6３

情報誌企画 コンセプト作り プロジェクトチームづくり11/13４

情報誌企画 「ほしい情報 知りたい情報」を整理11/20５

日常の中のコミュニケーション11/27６

取材の仕方、手順、写真の取り方12/4７

フォーマット作成、原稿の作り方12/11８

取材の進行 情報交換12/18９

地域コミュニティでのコミュニケーション、まとめ12/2510

＊内容が変更する場合があります

内 容時間月日回

鎌倉の歴史と足跡を訪ねてパート１～講義編～
10:00

～12:00

10/13

（土）
1

鎌倉の歴史と足跡を訪ねてパート２～現地探訪編～
田無庁舎（市マイクロバス使用）→北鎌倉→円覚
寺→東慶寺→浄智寺→葛原岡神社→源氏山公園（昼
食・持参）→銭洗弁天→寿福寺→鶴岡八幡宮→鎌
倉駅→由比ガ浜駐車場→田無庁舎

7:30

～17:30

10/25

（木）
2

世
界
規
模
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
経
済
活
動
は
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
る
の
で

し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
服
飾
、
中
国

少
数
民
族
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
、
と

い
っ
た
視
点
か
ら
、
世
界
各
地
で
起

き
て
い
る
事
実
を
報
告
し
ま
す
。

市
場
経
済
至
上
主
義
が
世
界
を
均

質
化
し
、
分
断
を
生
ん
で
い
る
と
も

言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
時
代
に
市
民
が

目
指
す
べ
き
公
共
性
に
つ
い
て
、
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
と

き
＝

月

日

10

21

（日）

時
～

時

14

16

▼
と
こ
ろ
＝
谷
戸
公
民
館

▼
対

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

人
（
申
込
順
）

30

▼
報
告
者
＝
石
田
真
一
（
英
国
古
着

店
店
主
・
バ
ン
タ
ン
デ
ザ
イ
ン
研

究
所
講
師
）

川
野
明
正
（
東
京
理
科
大
学
講
師
）

黒
木
朋
興
（
上
智
大
学
講
師
）

と
も
お
き

▼
司

会
＝
助
川
幸
逸
郎
（
横
浜
市

こ
う
い
ち
ろ
う

立
大
学
講
師
）

▼
申

込
＝

月
２
日

時
か
ら

10

（火）
10

電
話
で
谷
戸
公
民
館
へ

み
な
さ
ん
、
毎
日
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す

か
？
な
ん
と
な
く
体
調
が
よ
く
な
い
、
と
い
う
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
国
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
健
康
法
の
１
つ
「
気

功
」
を
み
ん
な
で
楽
し
く
学
び
、
心
と
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
ま
し
ょ
う
！

ま
た
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
東
京
（
江
戸
）の

風
水
に
つ
い
て
も
館
外
学
習
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

▼
と

き
＝

月

日
～

月

日

木
曜
日

10

25

12

20

時
～
正
午
全
８
回
（
た
だ
し

月

日
は
除
く
）

10

11

15

▼
と
こ
ろ
＝
住
吉
公
民
館
他

▼
対

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▼
定

員
＝

人
（
申
込
順
）

30

▼
講

師
＝
出
口
衆
太
郎
（
日
中
健
康
セ
ン
タ
ー

い
で
ぐ
ち

気
功
主
任
指
導
員
・
江
戸
風
水
健
康
法
研
究
家
）

▼
費

用
＝
館
外
学
習
２
回
分
の
交
通
費
は
実
費
負
担

▼
申

込
＝

月
４
日

時
か
ら
電
話
で
住
吉

10

（木）
10

公
民
館
へ

健康講座

気功と江戸風水

住吉公民館

と
離
れ
て
、
地
域
の
仲
間
と
話
し
合

い
、
子
育
て
の
基
礎
を
学
び
ま
し
ょ

う
。

▼
と

き
＝
別
表
の
と
お
り

金
曜
日

時
～
正
午

10

▼
と
こ
ろ
＝
芝
久
保
公
民
館

▼
講

師
＝
林
田
道
子
（
Ｎ
Ｐ
認

定
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）

▼
定

員
＝

人
（
申
込
順
）

15

▼
対

象
＝
第
１
子
で
１
歳
～

３
歳
児
の
子
育
て
を
し
て
い

る
市
内
在
住
の
母
親

▼
保

育
＝

人
（
１
歳
～
３
歳

15

児
）、

月

日

時
か
ら
保

10

12

（金）
10

育
の
打
合
せ
を
し
ま
す
。
お
や
つ

代

円
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

500

は
じ
め
か
ら
一
人
前
の
親
な
ど
い

ま
せ
ん
。
皆
、
ま
わ
り
か
ら
助
け
を

得
な
が
ら
親
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

子
育
て
に
戸
惑
い
、
不
安
を
感
じ

て
い
る
お
母
さ
ん
。
自
分
に
自
信
が

持
て
る
よ
う
に
、
ひ
と
時
お
子
さ
ん

※
保
育
付
の
公
民
館
主
催
講
座

に
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
を

優
先
。

▼
申

込
＝

月
２
日

時

10

（火）
10

か
ら
電
話
で
芝
久
保
公
民
館
へ

中
国
は
多
く
の
優
れ
た
や
き
も
の

を
生
み
出
し
ま
し
た
。
古
代
か
ら
続

く
青
磁
や
華
や
か
な
唐
三
彩
、
景
徳

鎮
の
染
付
や
色
絵
な
ど
幅
広
く
奥
深

い
中
国
陶
磁
。
そ
れ
ら
は
、
日
本
の

や
き
も
の
を
知
る
上
で
か
か
せ
ま
せ

ん
。
魅
力
溢
れ
る
中
国
陶
磁
の
世
界

に
近
づ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
と

き
＝
別
表
の
と
お
り

土
曜
日

時
～
正
午

10

▼
と
こ
ろ
＝
谷
戸
公
民
館

▼
対

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

▼
定

員
＝

人
（
申
込
順
）

30

▼
講

師
＝
中
島
由
美
（
陶
磁
研
究

家
）

谷戸公民館

内 容月日回

中国やきもの史概観10/20１

やきもの黄金時代11/10２

景徳鎮窯の染付・色絵11/24３

東京国立博物館見学12/1４

世界へ広がる中国陶磁と日本への影響12/8５

昨
年
度
大
好
評
だ
っ
た
「
は
さ
み
と
の
り

の
工
作
教
室
」
今
年
も
や
り
ま
す
！

は
さ
み
と
の
り
の
使
い
方
や
紙
の
折
り
曲

げ
方
を
学
ん
だ
後
に
、
じ
ょ
う
ず
に
は
さ
み

を
使
っ
て
、
飛
行
機
や
動
物
、
昆
虫
な
ど
の

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
組
み
立
て
ま
す
。

友
達
も
誘
っ
て
是
非
参
加
し
よ
う
！

▼
と

き
＝

月

日

時
～
正
午

10

28

（日）
10

▼
と
こ
ろ
＝
住
吉
公
民
館

▼
対

象
＝
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

▼
定

員
＝

人
（
申
込
順
）

25

▼
持
ち
物
＝
ふ
だ
ん
工
作
な
ど
で
使
い
な
れ

て
い
る
は
さ
み

▼
講

師
＝
小
野
紀
之
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事

長
）

▼
申

込
＝

月
３
日

時
か
ら
電
話
で

10

（水）
14

住
吉
公
民
館
へ

住吉公民館

鎌
倉
に
思
い
を
は
せ
、
鎌
倉
の
歴

史
と
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と

き
＝
別
表
の
と
お
り

▼
と
こ
ろ
＝
芝
久
保
公
民
館
・
鎌
倉

▼
対

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者

▼
定

員
＝

人
30

▼
参
加
費
＝

円
（
拝
観
料
）

550

▼
講

師
＝
①
三
橋
景
子
（
高
木

学
園
女
子
高
等
学
校
歴
史
教

諭
）
②
田
村
真
理
子
・
姉
松
か

つ
代
（
西
東
京
市
体
育
指
導
員
）

▼
申

込
＝
往
復
は
が
き
に
名

前
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記

の
上
〒

―
０
０
１
４
西
東
京

188

市
芝
久
保
町
５
―
４
―

芝
久

48

保
公
民
館
歴
史
講
座
係
ま
で

（

月
８
日

必
着
）
定
員
を

10

（月）

超
え
た
場
合
は
抽
選

鎌倉鎌倉のの歴史歴史とと足跡足跡をを訪訪ねねてて
芝久保公民館

地地地地地地地地地地地地地地地地
方方方方方方方方方方方方方方方方
財財財財財財財財財財財財財財財財

地
方
財
政政政政政政政政政政政政政政政政政
は
豊
か
に
な
る
の
？

―
第
二
期
地
方
分
権
改
革
と

年
ぶ
り
の
地
方
交
付
税
改
革

50

内 容月日回

保育オリエンテーション10/12１

プログラムの説明・自己紹介10/19２

子育ての悩み、あれこれ10/26３

子どものこころの発達と遊び11/2４

子どものしつけについて11/9５

子育てとコミュニケーション11/16６

自分の時間をどう作っていくか11/30７

自分自身のこと 将来のこと12/7８

まとめ12/149

保育室の様子12/2110

シニアクラブ「シニア情報誌づくり」
シニア向け情報誌づくりを通して地域を

知り、仲間づくりをすすめます。地域でくらすノウハウを

知り、コミュニケーション能力を磨きましょう。

▼と き＝別表のとおり 火曜日 14時～16時

▼ところ＝芝久保公民館

▼対 象＝市内在住・在勤のシニア世代（概ね60歳以上）

▼定 員＝10人（申込順、18年度も実施したので、初めての

方を優先）

▼講 師＝林田道子（フリー編集者）

▼申 込＝10月２日（火）10時から電話で芝久保公民館へ

芝久保公民館

家
寡

加
加
加
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加
加
加
加

家
寡

加
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加
加
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加
加
加
加
加
加

家
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加
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加
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加
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加
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加
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加
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加
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加
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加
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加
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加
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加
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加
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家
寡

加
加

加
加

加
加

加
加
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加
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加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加

加
加
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加

谷戸公民館芝久保公民館

中
国
陶
磁

中
国
陶
磁
のの

世世
界界

中
国
陶
磁

中
国
陶
磁
のの

世世
界界

住吉公民館

▼申 込＝10月３日（水）10時より電話で谷戸

公民館へ

☆博物館への入館料（600円）・交通費は自己負担。

公
民
館
利
用
者
懇
談
会

市
民
の
皆
様
と
公
民
館
職
員
が
、来
年
度
の

事
業
や
公
民
館
運
営
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

す
る
利
用
者
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

保
谷
公
民
館
緯

―
８
２
１
１

464

▼
と

き
＝

月

日

時
～

10

30

（火）
19

月

日

時
～

10

31

（水）
14

田
無
公
民
館
緯

―
１
１
７
０

461

▼
と

き
＝

月

日

時
～

10

16

（火）
19

月

日

時
～

10

18

（木）
14

住
吉
公
民
館
緯

―
１
１
２
５

421

▼
と

き
＝

月

日

時
～

10

23

（火）
19

芝
久
保
公
民
館
緯

―
９
８
２
５

461

▼
と

き
＝

月
４
日

時
～

10

（木）
19

谷
戸
公
民
館
緯

―
３
８
５
５

421

▼
と

き
＝

月

日

時
～

10

12

（金）
19

ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
緯

―
３
０
１
１

424

▼
と

き
＝

月
９
日

時
～

10

（火）
19

月

日

時
～

10

10

（水）
14

時

分
～

時

分

18

30

20

30

▼
と
こ
ろ
＝
住
吉
公
民
館

▼
対

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

▼
定

員
＝

人
（
申
込
順
）

20

▼
講

師
＝
大
和
田
一
紘
（
都
留
文

科
大
学
講
師
）

▼
申

込
＝

月
２
日

時
か
ら

10

（火）
14

電
話
で
住
吉
公
民
館
へ

地
方
交
付
税
を
受
け
な
い
自
治
体

が
増
え
て
い
ま
す
が
、
財
政
は
豊
か

に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
地

方
交
付
税
と
は
、
全
国
の
自
治
体
が

一
定
水
準
の
行
政
を
行
え
る
よ
う
に
、

各
自
治
体
の
税
収
の
程
度
に
応
じ
て

国
が
配
分
す
る
も
の
で
す
。
現
状
と

今
後
の
動
向
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と

き
＝
別
表
の
と
お
り

火
曜
日

内 容月日回

第一期地方分権改革と
三位一体改革

10/16１

地方交付税の仕組みと
わがまちの地方交付税
の変遷

10/30２

合併特例債と合併後の
財政の変遷

11/13３

地方財政における三権
分立

11/20４

家 寡加加加加加加加加加加加


